




















































































































「①コミュニケーション open 一気付き・ニーズの意識 highJ に位置付く教員が多
くいる学校は，積極的にコミュニケーションをとり，気付きやニーズも高いことから，
「チームで解決」することを指向していると考えられた O
「②コミュニケーション close 気付き・ニーズの意識 highJ に位置付く教員が多
い学校は，気付きやニーズはあるが，コミュニケーションに対しては消極的なことか
ら「ひとりで解決Jすることを指向していると考えられた。



















された D また図 5から図 6への推移では，気になる児童への「個別的なニーズへの対
応」がより意識されたことが示された。こうした推移は対象となった 5校全てにおい
て，程度の違いは見られたものの共通した傾向であった o
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・蘭千寄ら (2008) I自己組織化する学級j 誠信書房
-植木田潤小林倫代笹森洋樹「教職員の意識と行動の特性を踏まえた校内支援体制
に関する研究」日本特殊教育学会第 48回大会発表論文集





























































3 )校区の環境1.商業地区 2. 工業地区
その他






2. 一戸建て住宅 3. マンション 4. 民間アパート
1 .介助員 2. 支援員 3. スクールカウンセラー(心理系 4. スクールソーシヤルワ
カー(社会福祉系 5 . PT/OT/ST (医療系) 6 .その他
9 )特別支援学級 1.有 2. 無
ある場合 1.弱視 2. 難聴 3. 言語障害 4. 知的障害
5. 肢体不自由 6. 病弱・身体虚弱 7. 自閉症・情緒障害
10)通級指導教室 1.有 2. 無
ある場合 1.弱視 2. 難聴 3. 言語障害 4. 肢体不自由
5.病弱・身体虚弱 6.情緒障害 7. 自閉症
9. 注意欠陥多動性障害 (ADHD)
8.学習障害 (LD)
11)教育相談室 1.有 2. 無
ある場合、相談員は 1.臨床心理士 2. 学校心理士 3. 臨床発達心理士
4.特別支援教育士 5.退職教員 6.その他(
12)空き教室 1.有 2. 無
ある場合:使い方(
? ?? ?
13)巡回栢談員(専門家チーム)の受け入れ 1.有 2. 無
ある場合:来校の頻度:原則として、 1.毎月 2. 隔月 3. 学期 4. 不定期
14)外部機関との連携 1.有 2. 無
ある場合:連携先(
15)特別支援教育に関する校内委員会の設置 1.有 2. 無
ある場合 1 定期的な活動 原則として(1 毎週 2 隔週 3 毎月 4 隔月 5. 学期)
2. 不定期な活動(必要に応じて) 3. 実質活動していない
16)特別支援教育コーディネーターの人数: 人
17)特別支援教育コーディネーターの職務(複数回答可): 
1 .学級担任 2.養護教諭 3.教務主任 4.教頭 5.その他(
。以下のことは、特別支援教育コーディネーターとして受けとめている感じで記してください。
18)職員集団の雰囲気は..• 
良い まあ良い 普通 あまり良くない 良くない
19 )本校の特別支援教育への取り組みは..• 
進んでいる まあ進んでいる 普通 あまり進んでいない 進んでいない
20)管理職の特別支援教育への理解は..• 
良い まあ良い 普通 あまり良くない 良くない
21)学校の特徴として特記すること:
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